


唐津市立打上小学校育友会・後援会

学校の特徴
・学校教育目標をもとにした「げん気・やる気・がまんの気」を合い言葉に、「子どもも教師も笑顔で、日々感動のある学校」をめざしている。
・保護者や地域の方の協力のもと、「読書の生活化」や「早寝・早起き・朝ごはん」の奨励、心を落ち着かせる「立腰」の推進に取り組んでいる。
・児童は、各学年２０名前後で、友達同士だけでなく、縦割り班で行う遊びや掃除、集団登下校を通し、異学年や地域の方とのつながりも強い。

地域の特徴
・山やため池、田畑、川など自然が豊かな「上場台地」の上に位置し、水稲、葉たばこ、みかん、いちご、野菜などが栽培される農村地域である。
・学校教育への関心が高く、協力を惜しまない地域の方が多く、昔から、「和」を大切にする篤実な風土が醸成されている。
・名護屋城址や呼子港などの観光地に近く、道路やスポーツ施設が整備されたことから、スポーツを楽しむ人口が増えてきている。

活動内容 保護者と教職員の教育活動を地域全世帯が支える取組

・後援会の協力・支援活動により、給食費未納者ゼロといった地域の課題解決につながった。
・地域と保護者の方々のご理解とご協力で、学校や教師との信頼関係も構築されている。
・役員の発案により、協力体制を更に強化する仕組みづくりがなされ、主体的に「各部活動」の維持・向上が
図られている。

・役員の改善策の提案や声掛けにより、ミニバレーボール大会や教育講演会の参加者が増え続けている。

・校地の面積が広い一方で、世帯数が少なく、除草作業に時間が掛か
るなど、協力体制の維持、拡大と効率化について考えていく必要が
ある。

課 題

所在地：佐賀県唐津市
全校児童数：１３７名

○地域と連携した地域に根ざした取組
【公民館が主催する体験活動との連携・協力】

公民館行事に協力し、育友会会長、保護者、教職員
も加わり、児童が2泊３日、公民館に寝泊まりして、
通学するなどの体験活動を実施。

【学習会や地区のサマースクールへの連携・協力】
地域の方々と連携し、旧中学校校舎において、地域

の方が開く学習会へ参加したり、地区ごとに開催する
サマースクールで教えてもらったりする。

【 佐 賀 県 教 育 委 員 会 学 校 教 育 課 】

【後援会の主な支援内容】
・児童の給食費、育友会費を後援会が徴収……徴収率１００％
・育友会の活動資金を、児童がいない家庭も含めた全世帯から拠出…活動資金援助
・後援会の役員会が、育友会の活動及び会計を監査………運営協力・企画立案補助
・入学式、卒業式、運動会、授業参観、学校評議員会など、主要行事への参加

・児童の「げん気」へ…………「生活リズム点検表」の活用など
・児童の「やる気」へ…………「家庭学習の手引き」の活用など
・児童の「がまんの気」へ……心を落ち着かせる「立腰」教育など
・ベルマーク回収やノーテレビノーゲームデイへの取組
・保護者と児童、地域の方々、全教職員で行う行事の充実（除草作業・運動会など）
・学年ふれあい活動の充実（担任、役員協働によるよりよい活動にむけた取組）
・授業参観での取組（保護者と一緒に考える授業、保護者との共同作業がある授業）
・唐津市教育の日の充実（教育講演会やミニバレーボールクラスマッチの開催）
・朝のあいさつ運動、毎週金曜日の読み語り、田植え・稲刈り体験活動、交通安全普及活動
・ホームページ・フェイスブック・広報紙による多様な広報活動など

活動支援活動支援 資金援助資金援助 運営協力運営協力

後援会（地域の全世帯で組織）：育友会の支援組織

育友会（全保護者と全教職員で組織）

○その他の育友会の主体的な活動
体育環境部・母親部・研修部の３専門部が「各部活

動」として主体的に工夫して活動している。
・ベルマーク回収・運動会・バザー・ミニバレー大会
・研修旅行、給食試食会・教育講演会・給食エプロン

修理・広報紙「浄庵」の発行など。

田植え体験

ミニバレーボール大会

除草作業

成 果



学校、保護者（家庭）、地域が一体となって、様々な行事を共に活
動することにより、地域全体が児童生徒の育成に励む素地ができている。しかし、児
童生徒の減少は今後も進み、PTA会員数が減少する。小規模化に対応する今後の
PTA活動の工夫がより一層必要になる。

松浦市立青島小中学校ＰＴＡ

～学校・保護者（家庭）・地域が一体となって育てる青島っ子～

学校の特徴

地域の特徴

活動内容

明治８年に小学校、昭和２２年に中学校が開設された、歴史のある学校である。昭和５３年に、

小学校が完全複式学級となる。保育所から中学校までを変わることなく全員一緒に生活すること
により、仲間意識が強く協力的である。不登校や顕著な問題行動を起こす児童生徒はいない。

地域の方々は「子どもは島の宝」という意識が強く、様々な学校行事で協力を惜しまない。地域

全体で子どもたちをほめたり叱ったりして、子どもの育成に努めている。また、地域の全ての方が
PTAの「準会員」として登録し、年間１０００円の出資を行い、学校教育の支援も行っている。

保護者が８世帯と少ないが、PTA会長を中心に保護者全員が学校行事に参加し、協力しながら

運営を進めている。なお、PTA総会には全保護者・全教員が出席し、会員の意見等を吸い上げな
がら進めている。活動では学校のみならず、地域の活性化という視点も考慮し、進めている。

地域・各種団体と一体化した活動 あいさつ日本一運動 島ぐるみの健康増進活動

〇全保護者での様々な活動への取組
〇地域や各種団体と連携した活動の
展開

・デイサービスと連携したお花見会・節分集会
・月１回の神社清掃、育成会と連携した少年
消防クラブの活動
・地区の熟練者を招いての芋植え・芋ほり
・島の観光資源である海岸の清掃及び害獣
駆除
・島民全員参加の運動会
・地区を盛り上げるイルミネーションの設置
協力
・毎月母親部で公園の安全点検・草刈り

〇毎週火曜日港で
のあいさつ運動

〇あいさつハイタッ
チ運動
地域、保護者も
協力している。

〇あいさつサポー
ター制度
地区に会員を募
集し、活性化を図
る。

〇青島健康カレンダーの製作、配布
カレンダーの中に、健康増進につ
いてのメッセージや学校の行事、
児童生徒の誕
生日等が記入
されている。

〇児童・生徒、
保護者対象の
メディア講習会
の開催
〇虫歯の治療
率１００％達成

所 在 地 長崎県松浦市星鹿町青島免７０１番地
児童生徒数 小学校１０名 中学校５名 計１５名

【長崎県教育庁 生涯学習課】

成果と課題



天草市立倉岳小学校ＰＴＡ

・「子ども民生委員」としての活動を通して、子どもたちに地域社会の一員としての自覚が育ち、地域の方に思
いやりの心を届ける様々な取組みにつながっている。

・学校運営協議会を基盤に、各種研究大会や地域の公民館講座等でPTAの取組みを発表したり、学校の研
究発表会を協力したりするなどして、地域住民の協力体制の強化を図られた。

成果と課題

熊本県天草市倉岳町
全校児童数：１０６名

〈｢宮田棒踊り｣･｢えびす太鼓｣の継承〉
地域の伝統文化である「宮田棒おどり」、

「えびす太鼓」を学習に取り入れ、地域の
人材を活用して練習し、運動会や文化祭で
披露している。

〈赤ペン先生・読み聞かせ〉
低学年の学習支援として、毎週木曜日の夕方30分間、地域の方に協

力していただき、国語や算数のドリルの丸付けを「赤ペン先生」と称
して実施。また、毎週木曜日の朝には15分間の読み聞かせを全学級で
行っている。

〈農業体験活動〉
JAの協力による米作りや地域の協力によ

る茶摘み、芋作りなど多くの農業体験活動を
行っている。H29はできたもち米を被災地
の小学校へ応援米として贈った。

【熊本県教育委員会社会教育課】

地域住民と連携した取組

学校の特徴

地域の特徴

活動内容

平成２０年に３校（浦小学校・棚底小学校・宮田小学校）が統合開校し１１年目を迎える。「学校、家庭、地域が連携・協働して、倉岳町全体で子ど
もの夢を実現する」を学校教育目標とし、地域とともにある学校づくりに取り組んでいる。

校舎の北側には天草のアルプスと言われる倉岳、東南には不知火海を臨み、「校舎から海が見える」豊かな自然に恵まれた地域である。「自分
が好き、学校が好き、倉岳が好き」を保護者・学校・児童の共通スローガンに位置付け、地域に根ざした教育活動を展開している。

ＰＴＡ、学校、地域が一体となって、子どもの健全育成のため、定期の挨拶運動、交通安全、防犯パトロールの他、福祉活動やボランティア活動を
支援している。最近では部活動社会体育化に向けて「倉岳ジュニアクラブ」を設立し、移行することができた。

特徴的な活動

〈子ども民生委員〉
H28年度から天草市より「子ども民生委

員」が4年生以上の全児童に委嘱されたこと
に伴い、社会福祉協議会と連携して、地域の
独居高齢者宅を訪問する活動を行っている。

〈倉岳ジュニアクラブ〉
県や市の部活動社会体育化移行の方針を踏

まえ、地域の既存のクラブと連携して「倉岳
ジュニアクラブ」を設立し、Ｈ30年度から7
つのクラブで実施している。







指宿市立大成小学校ＰＴＡ

学校の特徴
大成小学校は，今年で創立10４年目を迎え，その歴史や伝統，文化・校風等を継承発展させてきた。教育目標を「郷土を愛し，生きる力を備えたし
なやかな大成の子を育てる」とし，全職員で「生きる力」の育成を理念とした調和の取れた教育の充実を図っている。さらには全職員が新しい時代
を展望しつつ子ども愛・学校愛・教育愛に燃え，相互信頼と協働のもと保護者・地域住民の信頼と期待を得られる学校の実現を目指している。

地域の特徴 当地域では火山灰土壌と温暖な気候に恵まれ，ソラマメヤ，オクラ，スナップエンドウなどの栽培や畜産業が盛んに行われている。また，天然硫
黄泉で知られている鰻地区は西郷隆盛も逗留したことでも有名である。大成小校区は４地区から構成されているが，校区青少年育成会議や各地
区老人クラブ等の団体が自主的・効果的に運営され，地域住民の繋がりも強く校区全体で学校を支えようという気風が醸成されている。

・会員の声を反映しやすい組織づくり（ＰＴＡ加入率及び会費納入率100％）

・学校と地域コーディネーターとが協議して作成した年間計画を基に，計画的かつ積極的
な学校応援団の利用と，多種多様な学校応援団による支援
・後継者不足，高齢化等の課題解消の一翼を担う伝統芸能継承活動への参加

成 果

・役員のなり手や，イベント時の参加者の確保

・会員の参加意欲をより高めるためのＰＲ方法の模索及びイベ
ント等の構築

課 題

所在地：鹿児島県指宿市山川成川3260番地
全校児童数：247名

特 徴 的 な 活 動 ・ 運 営 体 制
○地域住民と連携・協働による取組
＜学校応援団の活用と地域の伝統文化の継承＞
・学校応援団による学習支援，校外活動の支援，
学校行事等の支援及び環境整備など，地域総出
の支援
・子ども会，伝統芸能保存会，老人クラブ等と
協力した地域の伝統文化（成川地区：神舞，大
山，小川地区：棒踊り）の継承

○その他の活動
教育講演会，家庭教育学級，奉仕作業，山川

みなと祭（ハンヤ踊り出演）など

○「食育」運動の推進
・学校応援団の支援を受け，地元特産のソラマ
メやサツマイモの栽培活動
・学校給食をホームページに掲載することによ
る，家庭での食育や学校に関する話題の提供

【 鹿 児 島 県 教 育 委 員 会 社 会 教 育 課 】

保護者，教職員は３つの専門部会（文化事業部・
生活保全部・保健体育部）に分かれて所属し，それ
ぞれが役割を分担し，さらに連携した活動を行って
いる。
また，会員の総意を反映させるために，総会前に
役員会及び２回の総務委員会を開催するなど，会
員の意見を次年度の計画に反映させやすい運営に
努めている。
なお，新たな活動等を行うときは，必要に応じてア
ンケート調査を実施するなど，工夫を行っている。
情報発信については，文化事業部が発行している
ＰＴＡ新聞を活用し，各地区の回覧板を使って，会員
だけでなく地域の方にも情報発信を行っている。ま
た，学校のＨＰにＰＴＡ活動を積極的に掲載している。

・父親，母親の会である「大成
の会」（平成30年度から会名変
更）による，積極的な学校の環
境改善の取組
・子ども会，校区青少年育成会
議，消防署主催の少年消防クラ
ブへの協力
・中学校と連携した学力向上旬
間の取組






